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1.研究背景 

伝播光の偏光状態の動画像記録・観察は，超高速現象の偏光依存性の解明に有用である。我々

は，超短光パルスの伝播を単一ショットで時間的かつ空間的に連続な動画像を記録でき，かつ伝

播光の偏光方向の可視化が可能な技術である偏光 light-in-flight(LIF)ホログラフィー1)2)を研究して

いる。しかし，この技術は，特定の時間における 1 つの光パルスの伝播しか記録できない。その

ため，光パルスの伝播の様子が伝播毎に異なる場合，伝播の様子の偏光状態の変化を単一ショッ

トで捉えられない。本研究では，微小時間差を有して伝播する 2 つの超短光パルスの伝播の偏光

状態の変化を観察可能な技術を報告する。 

2.提案法の原理 

Figure 1 に提案法の原理を示す。上下に空間分離した 2 つの参照光パルスが，偏光イメージング

カメラの記録面の上下半分で物体光パルスの 1 パルス目と 2 パルス目とそれぞれ干渉し，2 つの

光パルスの伝播を LIF ホログラフィーに基づいて記録する。Figure 2 に実験光学系を示す。赤線で

囲まれた部分は，参照光パルスに上下の空間分布を与える光学系であり，提案法による空間分離

記録を行う。M1 のミラーの下半分，M1+のミラーの上半分をそれぞれ遮蔽板で覆い，参照光パル

スに上下の空間分布を与える。実証実験の結果については当日報告する。本研究の一部は，(独)
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   Figure1 Principle of the proposed technique.     Figure2 Experimental setup. 
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